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－社協は生まれかわれるのか－ 
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社会的孤立・排除を背景とした貧困、格差が拡大し、自己責任論が生き

づらさを抱える当事者の連帯を阻み、社会保障の穴を覆い隠す。 

こうした我が国の状況にあって、社会福祉協議会（「社協」）はその機能

を発揮しているのだろうか。すなわち、社協は地域の生きづらさを抱え

る当事者である住民ニーズを明らかにし、協働とソーシャルアクションに

より社会資源の改善・開発、そして誰もが暮らしやすい地域づくりにお

ける民主的な地域自治の向上に迫っているのだろうか。 

社会保障・福祉政策を無批判に受け入れ、行政の事業下請け機関に

なっていないだろうか。事業体として、住民を主体ではなく“対象化”

していないだろうか。 

本書は、社協が存立する理念と実態を問い直し、次の展望を描く

ための議論を喚起する一冊として、社協役職員はもちろん、地

域福祉に関心のあるすべての方々にお読みいただきたい。 
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